
新
島
基
金
に
ょ
る

新
島
講
座
に
つ
い
て

゛
ー

同
志
社
創
立
百
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
黒
事
業
寄
付
金
を
基
金
と
し
て
新
島
基
金

が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

0
新
島
基
金
の
目
的

新
島
基
金
は
、
同
志
社
立
学
の
精
神
に
も
と
づ
き
、
人
間
教
育
を
強
化
し
、
教
育
内

容
の
高
度
化
を
図
り
、
教
育
、
研
究
の
国
際
交
流
を
推
進
し
、
も
っ
て
一
国
の
良
心
こ

り
う
る
人
材
の
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
0

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
新
島
基
金
の
果
実
に
よ
っ
て
①
新
島
議
の
開
設

②
新
た
な
奨
学
制
度
の
開
設
③
教
育
・
研
究
の
国
際
交
流
の
推
進
な
ど
を
行
な
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

0
新
島
講
座

同
志
社
立
学
の
精
神
に
も
と
づ
い
て
、
現
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
研
究
の
巾
ひ
ろ

い
交
流
を
促
進
す
る
た
め
忙
、
同
志
社
創
立
百
年
記
念
事
業
の
一
っ
と
し
て
、
そ
の
寄

付
金
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
内
外
の
碩
学
を
招
鵬
し
、
本
学
園
教
職

員
、
学
生
、
生
徒
を
は
じ
め
同
志
社
関
係
者
の
教
育
、
研
究
の
向
上
、
発
表
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
い
た
し
ま
す
0

0
い
ま
ま
で
に
開
催
し
た
講
座

第
一
回
新
島
講
座

昭
和
五
十
四
年
(
一
九
七
九
年
)
十
一
月
に
、

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
副
学
長
、
プ
ロ
ッ
サ
ー
.
ギ

フ
ォ
ー
ド
博
士
を
迎
え
次
の
公
開
講
座
を
開
催

し
た
。

'

0
十
一
月
三
十
日
(
金
)
午
後
二
時
三
0
分

「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

ー
そ
の
歴
史
的
発
展
1
」

於
、

ア
ー
モ
ス
ト
館
ホ
ー
ル

0
十
二
月
一
日
(
土
)
午
後
二
時

「
高
等
教
育
機
関
の
独
自
性
と
相
互
協
力
」

於
、
ア
ー
モ
ス
ト
館
ホ
ー
ル

、

第
二
回
新
島
講
座

紹介^
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昭
和
五
十
五
年
(
一
九
八
0
年
)
五
月
に
、

ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
、
り
チ
ャ
ー
ド
.
ラ
イ
ン

ホ
ー
ル
ド
・
一
一
ー
バ
ー
博
士
を
迎
え
次
の
公
開

講
座
並
び
に
研
究
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

於
、
同
志
社
大
学
神
学
館
チ
ャ
ペ
ル

研
究
懇
談
会

0
五
月
八
日
(
木
)
午
後
四
時
三
0
分

「
大
学
に
お
け
る
宗
教
と
教
育
」

於
、
パ
レ
ス
サ
イ
ド
・
ホ
テ
ル

0
五
月
二
十
日
(
火
)
午
後
四
時
一
 
0
分

「
ア
メ
リ
カ
の
神
学
校
に
つ
い
て
」

ー
ハ
ー
バ
ー
ド
神
学
校
の
場
合
1

於
、
同
志
社
大
学
神
学
館
会
議
室

チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー

0
五
月
七
日
(
水
)
午
前
一
 
0
時
四
0
分

「
シ
ン
ボ
ル
と
人
間
L

於
、
同
志
社
大
学
神
学
館
チ
ャ
ヘ
ル

公
開
講
座

0
五
月
十
日
(
土
)
午
後
三
時

「
ジ
.
ナ
サ
ン
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
の
優
美
の
哲

学
」
於
、
同
志
社
大
学
光
塩
館
会
議
室

0
五
月
十
四
日
(
水
)
午
後
三
時

「
「
汝
自
身
を
知
れ
」
サ
ム
エ
ラ
.
テ
ー
ラ

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
と
生
け
る
言
」

同
志
社
大
学
神
学
館
チ
ャ
ペ
ル

於
、

0
五
月
二
十
八
日
(
水
)
午
後
三
時

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
宗
教
経
験

の
哲
学
L

リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教
授
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
.
ク
ー

ル
ス
ト
ン
・
ギ
リ
ス
ピ
ー
博
士
を
迎
え
次
の
公

開
講
座
を
開
催
し
九
。

0
九
月
十
八
日
(
金
)
午
後
二
時
三
0
分

「
成
年
に
達
し
た
ア
メ
リ
カ
の
科
学
、

一
九
一
o
t
一
九
七
0
年
」

於
、
同
志
社
大
学
神
学
館
チ
ャ
ペ
ル

0
九
月
十
九
日
(
士
)
午
後
二
時
三
0
分

「
フ
ラ
ン
ス
の
科
学
の
全
盛
一
七
七
o
t

一
八
三
0
年
L

於
、
同
志
社
大
学
神
学
館
チ
ャ
ペ
ル

第
三
回
新
島
講
座、

昭
和
五
十
六
年
(
一
九
八
一
年
)
九
月
に
、
プ

第
一
回
東
京
公
器
演
会

昭
和
五
十
六
年
(
一
九
八
一
年
)
一
月
二
十
四

、
▲

保
(
土
)
午
後
一
時
か
ら
銀
座
ヤ
マ
ハ
ホ
ー
ル

で
次
の
公
開
講
演
会
を
開
催
し
九
。

、
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0
 
「
環
境
と
輪
」
 
1
同
志
社
大
学
法
学
部

教
奨
簾
倉
皓
一
郎
氏

0
 
「
時
間
と
人
問
の
経
済
爵
L
 
1
同
志
士

大
学
経
済
学
毅
授
、
榊
原
胖
夫
氏

こ
れ
か
ら
開
催
予
定
の
講
座

第
二
回
東
京
公
開
講
演
会

昭
和
五
十
六
年
二
九
八
一
年
干
一
月
七
旦
士
)

午
後
一
時
三
0
分
か
ら
新
宿
西
口
、
安
田
生
命

ホ
ー
ル
で
次
の
公
器
演
会
を
開
催
す
る
予
定

0
 
「
古
代
に
お
け
る
中
国
と
日
木
1
古
墳
文

化
を
比
較
す
る
1
」
 
1
同
志
社
大
学
文

学
部
教
授
、
森
浩
一
氏

0
 
「
白
砂
を
訪
ね
て
、
列
島
草
枕
の
旅
1
鳴

き
砂
の
秘
密
1
L
 
1
伺
志
社
大
学
工
学

部
教
授
、
三
輪
茂
雄
氏

同
志
社
関
係
出
版
物
ご
案
内

新
島
襄
(
岡
本
清
一
著
)

新
島
襄
1
人
と
思
想
1
 
(
魚
木
患
一
茗
)

新
島
襄
の
生
涯
(
北
垣
宗
治
訳
)

新
島
先
生
書
器
(
続
)
(
森
中
章
光
銅
)

戸
一
{
ゆ
台
ル
一
ゆ
牙
誘
 
0
{
〕
0
0
船
三
工
貸
号

Z
ゆ
n
曾
ヨ
N

同
志
社
百
年
史
編
通
史
編

同
志
社
百
年
史
編
資
料
編

同
志
社
九
十
年
小
史

同
志
社
歳
時
記
公
.
、
、
、
玩
.
共
編

続
.
同
志
社
歳
時
記
 
f
厶
F
-
、
壮
ハ
樹

同
志
社
歌
集

り
べ
ル
タ
ル
選
誓

人
生
謬
学
問
(
上
野
直
蔵
著
)

愆
法
と
平
和
主
義
(
田
畑
刃
苫

日
本
経
済
学
の
源
流
ー
ラ
ー
、
t
ド
博
士
の
人
と
思
恕
1

1
、

1

二
五
一
1
三
0
三
七
t
三
0
ミ
ハ

、

近
代
日
本
文
化
と
キ
リ
ス
ト
教
鯏
'
一
・
W
<
著

写
上
業
『
同
志
社
一
 
0
0
年

写
Y
パ
抹
『
同
志
社
1
そ
の
一
 
0
0
年
の
あ
ゆ
み
1
』

五
0
0
円

三
0
0
円

八
五
0
円

三
、
 
0
0
0
円

一
、
五
0
0
円

五
0
0
円

六
、
 
0
0
0
円

三
、
 
0
0
0
円

ニ
、
 
0
0
0
円

六
0
0
円

七
0
0
円

五
0
0
円

上
製
本

並
製
本

1
送
料
は
別
途
申
し
う
け
ま
す
ー

同
志
社
収
益
事
業
課

(
住
谷
悦
治
著
)

ニ
ハ
0
円

ニ
ハ
0
円

三
五
0
円

三
五
0
円

-
 
0
、
 
0
0
0
円

ハ
、
 
0
0
0
円

、

二
0
0
円

七
0
0
円

豪
華
上
製
本

並
製
本

上
製
本

並
製
本
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